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社協だより社協だより社協だより
地域共生センターは　地域共生センターは　

あなたの悩
みに寄り添いますあなたの悩
みに寄り添います

　社協は、三原市と連携して「地域共生センター」を開設しました。JR三原駅前のサン・シープラザ

3・4階にある障害や困窮などの様々な相談機関を一体化し、相談者の悩みを受け止め、寄り添うこと

ができる体制を整えていきます。

●特集　地域共生センター開設
　～ちょっと話をきいてほしいなと思った　そんなとき～……2・3
●研修会のご案内　学びの多い夏にしよう！ ……… 4
●地域のサロンと県大生が実習でタイアップ ……… 5
●賛助会員・団体会員の募集 ………………………… 6
●社協新役員のご紹介………………………………… 8
●くらしの無料相談窓口のご案内（8～10月分）…… 8

地域共生センターの松本相談員（左）と目黒相談員地域共生センターの松本相談員（左）と目黒相談員

詳しくは2・3面へ
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ハローワークへ
一緒に行きます

履歴書作成の
お手伝いをします

ハローワークへ
一緒に行きます

履歴書作成の
お手伝いをします

自立相談支援
センターみはら

ドリーム
キャッチャー

地域活動
支援センター

三原市権利擁護
連携支援センター

自立相談支援
センターみはら

ドリーム
キャッチャー

地域活動
支援センター

三原市権利擁護
連携支援センター

自立相談支援
センターみはら

 ☎  0848・67・4568
場所　サン・シープラザ4階

 ☎  0848・29・9000
場所　サン・シープラザ4階

新しく二つの窓口ができました
地域共生センターにある相談窓口はコチラ！

お金や仕事など、生
活に関する困りごとの相
談窓口です。自立した生
活を送るための支援計画
を立てて支援します。

ドリーム
キャッチャー
障害のある人やそ
の家族の悩みごとをお
聞きし、必要なサービス
の情報提供や、専門機関
の紹介などを行います。

地域活動
支援センター
体操教室などを通じて、

障害のある人と、
地域の人がつなが
る場を提供していま
す。

三原市権利擁護
連携支援センター
認知症や障害などの
理由で適切な判断が難し
い人の「生命や財産」
を守るために、支援者の
バックアップを行います。

特集

三原市内にお住まいの障害のある人やその家族
※障害手帳の有無は問いません

NEW

NEW ☎ 0848・63・3319
FAX 0848・63・3359
　shuurououen-st@m-shakyo.jp
場所　サン・シープラザ3階
相談受付　9時～17時
（土・日・祝日及び年末年始を除く）

問い合わせ

☎ 0848・36・6250
FAX 0848・63・0599
　hikikomori-st@m-shakyo.jp
場所　サン・シープラザ4階
相談受付　9時～17時
（土・日・祝日及び年末年始を除く）

問い合わせ三原市ひきこもり
相談支援ステーション

障害のある人の
就労応援相談ステーション

三原市ひきこもり
相談支援ステーション

障害のある人の
就労応援相談ステーション

三原市ひきこもり
相談支援ステーション

障害のある人の
就労応援相談ステーション

三原市内にお住まいの概ね18歳以上64歳以下
でひきこもりの悩みを持つ本人およびその家族

対象

対象

障害のある人の「働きたい」を応援します！

社会に居場所が
なくてつらい

仕事や学校に行けず、
家族以外との
交流がない

買い物には
出かけられるけど、
人と関わることが苦手

地域共生
センター

相談受付　9時～17時（土・日・祝及び年末年始を除く）

☎ 0848・67・4568
　 kyousei@m-shakyo.jp

（詳しくは社協ホームページへ）

　社協では、既存の相談窓口を一体化し、「地域共生センター」を開設しました。これまで十分
に応えきれていなかった「ひきこもり」と「障害のある人の就労」を支援する二つの相談支援
窓口を新たに設けています。
　一つの支援機関だけでは解決することが難しい相談に対して、三原市や関係機関と協働して、
いろいろな暮らしの困りごとを抱える人やその家族に、しっかりと相談支援が届く体制をつくっ
ていきます。
　「どこに相談したらよいのだろう」と思ったら、まずは地域共生センターへご相談ください。

地域共生センター開設！地域共生センター開設！地域共生センター開設！
～ちょっと話をきいてほしいなと思った　そんなとき～

☎ 0848・63・3319  場所  サン・シープラザ3階

相談者の声…
●聞いてもらえただけでも少し気持ちが軽くなった。
●ひとりで悩んでいると苦しかった。誰かが一緒に考えてくれる
と気持ちがちがう。

相談支援や相談者の居場所づくり、
家族のつどいや講演会の実施等、様
々な活動に取り組みます！

地域共生社会実現に向けた体制づくり

複合的な課題 公的サービスのはざま 公的サービスのない分野

個別の相談窓口では対応しきれない悩み・課題などを三原市・関係機関と連携個別の相談窓口では対応しきれない悩み・課題などを三原市・関係機関と連携

介護サービス、障害福祉サービス、保育サービスなど公的サービス

まずは身近な
支援機関に

相談してください

生活困窮
支援機関

高齢者
支援機関

障害者
支援機関

子育て
支援機関

市

学校
民生委員・
児童委員 警察

高齢者
支援機関

生活困窮
支援機関

子育て
支援機関

障害者
支援機関

その他
機関 医療

支援機関や制度をつなぐ
複合的な課題の解きほぐし

地域共生センター
（市・社会福祉協議会）

社会福祉
協議会

住民組織

地域の関係者をまるごとつなぐ地域共生社会地域の関係者をまるごとつなぐ地域共生社会
参加支援 相談支援 地域づくり

「働く先でうまくいかない…」「障害があると思うけど手帳は取りたくない。仕事は
できるか？」「どんな仕事をしたらいいかわからない」といった相談が寄せられて
います。どんな働き方が良いのかを一緒に考えます。お気軽にご相談ください。
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子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る

訪
問
支
援
員　
養
成
講
座

　

社
協
で
は
、
家
事
や
育
児

に
不
安
を
抱
え
る
世
帯
へ
訪

問
支
援
員
を
派
遣
し
、
家
事

や
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
子

育
て
世
帯
家
事
支
援
事
業
を

ス
タ
ー
ト
。

　

８
月
に
訪
問
支
援
員
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
子

育
て
の
経
験
を
い
か
し
て
、

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

8
月
23
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

と�

こ
ろ　

サ
ン
・
シ
ー
プ
ラ
ザ

4
階　
　

第
1
研
修
室

対�

　
象　

市
内
在
住
で
子
育

て
経
験
の
あ
る
人

内
　
容

・�

子
育
て
世
帯
を
取
り
巻
く

状
況

・
訪
問
支
援
員
の
実
務

受
講
料　

無
料

定
　
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申�

　
込　

8
月
15
日（
火
）ま

で
に
社
協
各
地
域
セ
ン

タ
ー
へ

研修のご
案内

認
知
症
高
齢
者
家
族

や
す
ら
ぎ
支
援
員

養
成
講
座　
開
催

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
人
へ
の

情
報
支
援
の
講
座
開
講

　

認
知
症
の
こ
と
や
、
認
知

症
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
の

支
援
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

受
講
後
は
、
話
し
相
手
や
簡

単
な
見
守
り
を
通
じ
て
、
認

知
症
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

の
支
援
に
携
わ
り
ま
す
。

と
　
き

◦�

北
部　

8
月
22
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

◦�

南
部　

8
月
29
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ

◦�

北
部　

大
和
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階　

集
会
室

◦�
南
部　

本
郷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
1
階　

研
修
室
1
・
2

内�
　
容　

認
知
症
の
基
礎
知

識
・
認
知
症
の
あ
る
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

な
ど

受
講
料　

無
料

申�

　
込　

北
部
8
月
15
日

（
火
）、
南
部
8
月
22
日

（
火
）ま
で
に
社
協
各
地
域

セ
ン
タ
ー
へ

と
こ
ろ　

サ
ン
・
シ
ー
プ
ラ
ザ

受
講
料　

１
、０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

三
原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

電　

話　

０
８
４
８
・
６
７
・
９
３
３
９　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
４
８
・
６
３
・
０
５
９
９

　
E
-m
a
il　

m
ih
a
ra
vs-c

@
m
-sh
a
kyo
.jp

「
手
話
を
学
ぼ
う
！
」

�

（
全
40
回
講
座
）

　

必
要
な
知
識
や
福
祉
制
度

を
学
び
、
手
話
で
の
日
常
会

話
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

と
　
き

◦
昼
間
部（
13
時
30
分
～
15
時
）

　

�

9
月
6
日
〜
令
和
6
年

　

6
月
19
日
ま
で
の
水
曜
日

◦
夜
間
部（
19
時
〜
20
時
30
分
）

　

�

9
月
1
日
〜
令
和
6
年

　

6
月
28
日
ま
で
の
金
曜
日

対�

　
象　

高
校
生
以
上
の
初

め
て
学
ぶ
人
で
、
受
講
後

に
市
内
で
活
動
で
き
る
人

定�

　
員　

昼
・
夜

　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

締
　
切　

8
月
28
日（
月
）

「
要
約
筆
記
を
学
ぼ
う
！
」

�

（
全
10
回
講
座
）

　

要
約
筆
記
と
は
、「
話
の

内
容
を
文
字
で
通
訳
す
る
」

こ
と
で
す
。
要
約
筆
記
の
実

践
に
必
要
な
技
術
や
知
識
を

学
び
ま
す
。

と
　
き

　

10
月
14
日
～

　

�

令
和
6
年
2
月
24
日
ま
で

の
土
曜
日

　

13
時
～
16
時

対�

　
象　

18
歳
以
上
の
初
め

て
学
ぶ
人
で
、
受
講
後
に

市
内
で
活
動
で
き
る
人

定
　
員　

10
人（
申
込
先
着
順
）

締
　
切　

9
月
29
日（
金
）

学びの多い夏にしよう！

初開催

訪
問
支
援
員
の
活
動
は
？

1
．
支
援
内
容

◦�

家
事
支
援

・
食
事
の
準
備
や
後
片
付
け

　

洗
濯
・
掃
除
・
整
理
な
ど

◦
育
児
支
援

・�

ミ
ル
ク
づ
く
り
等
の
授
乳

の
援
助

・�

沐
浴
や
通
園
・
通
学
の
準

備
の
援
助
な
ど

※
ご
家
族
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

例
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子
ど
も
の
沐

浴
中
の
衣
服
の
脱
着
の

お
手
伝
い

　

・�

子
ど
も
の
登
園
時
の
準

備
や
送
迎
を
ご
家
族
と

一
緒
に
行
う　

な
ど

2
．
活
動
時
間

　

�

8
時
～
18
時
の
間
で

　

1
回
最
大
1
時
間
30
分

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
課

　

☎︎
０
８
４
８
・
６
３
・
０
５
７
０
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介
護
職
員
初
任
者
研
修

(
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級)

受
講
生
募
集

　

福
祉
・
介
護
に
携
わ
る
た
め
の

第
一
歩
と
し
て
、
基
本
的
な
知
識
、

心
構
え
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
身

体
に
負
担
の
少
な
い
介
助
方
法
や
、

食
事
、
入
浴
等
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
技
術
を
学
び
ま
す
。

と
　
き　

9
月
13
日（
水
）〜

　
　
　
　

12
月
13
日（
水
）

と
こ
ろ　

サ
ン
・
シ
ー
プ
ラ
ザ
4
階

内
　
容　

全
14
回
の
講
義
・
演
習

受
講
料　

５
０
、０
０
０
円

　
　
　
　
（
助
成
金
制
度
あ
り
）

定
　
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

　
　
　
　

�

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
の

受
付
は
可

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課（
☎
０
８
４
８
・
６
３
・
０
５
７
０
）︎

　市内の2サロン（元気カフェ「ようこそ」
【須波ハイツ】、御作事サロン【港町】）とド
リームキャッチャー地域活動支援センター
が、県立広島大学作業療法学コース3年の
学生と実習でタイアップしました。
　実習は5月から始まり、学生たちは2週
間に1回程度、それぞれの活動に継続的に
参加。約1年間通い、地域作業療法に必要
な想像力やコミュニケーション力を学びま
す。
　学生の受け入れについて、参加者からは、
「若い人と会話するのが新鮮で元気をもら
える」と大好評です。学生たちは、参加者
から聞き取った生活状況を踏まえた支援計
画を作成し、秋頃から参加者の体力づくり
や生活動作の改善支援に取り組みます。

学生の声学生の声
◦�多様な活動内容と皆さんの
元気に驚かされました。
◦�とてもいい雰囲気で楽しく
学べています。
◦�高齢者や障害のある人の実
際の暮らしを教えてもらう
貴重な機会となっています。
◦�参加者の皆さんにどんな支
援ができるのか、みんなで
考えていきたいと思います。

週1回、
全14回の受講で
どなたでも
資格取得

詳細・申込は
コチラから

御作事サロン　物づくりを通じて御作事サロン　物づくりを通じて
学生と学生と交流する参加者（右）交流する参加者（右）

地域活動支援センター地域活動支援センター
やっさ踊りを練習する学生（右）と参加者たちやっさ踊りを練習する学生（右）と参加者たち

元気カフェ「ようこそ」　元気カフェ「ようこそ」　学生と学生と談笑する参加者（右）談笑する参加者（右）

地域のサロンと県大生が実習でタイアップ！地域のサロンと県大生が実習でタイアップ！
参加者に笑顔あふれる参加者に笑顔あふれる
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社協会員を募集しています
令和5年度会員募集（会費納入）のお願い

　三原市社協では、「誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指して」
をスローガンに地域福祉の推進や活動支援を行っており、皆さまか
らお預かりする 「会費」がそのための貴重な財源となっています。
  会員は、年間を通して募集しています。皆さまのご理解･ご協力
をよろしくお願いします。
　お問い合わせは、総務課または各地域センターまでご連絡ください。

会費区分：賛助会員(個人)　2,000円／年（1口）
　　　　　団体会員　　　　5,000円／年（1口）

【令和4年度会費のご報告】

事 業 名 金額〈単位・円〉 備　考

住民会費 4,020,600 26,074戸

賛助会費 802,110 218人

団体会費 110,000 14団体

合　　計 4,932,710 　

【令和4年度会費の使いみち】
事 　 業 　 名 金額〈単位・円〉 備　　　考
活 動 助 成 金 2,554,011 地区社協（182地区）

地域福祉事業 2,070,291 地域見守り活動・サロン活動・
ほっとはーと活動・広報など

ボランティア活動事業 40,000 ボランティア育成事業など

高齢者福祉事業 171,991 一人暮らし高齢者の集いや
男性料理教室など

そ の 他 事 業 96,417 福祉大会、心配ごと相談
合 　 　 　 計 4,932,710 　

　三原市内にお住まいの人であれば、誰でも利用できま
す。お掃除や子どもの見守りの他、花の植え替えや、将
棋の相手など、本人の楽しみを支援する活動もあります。

　ほっとはーと活動は、ご近所のボランティア「はーとさん」の力を借りて、日常生活のちょっ
とした困りごとを解消する有償のボランティア活動です。社協会費は、「はーとさん」への活動費
の一部として充てられ、困っている人の暮らしを支えています。活動に関するお問い合わせは各
地域センターまで。

1時間あたり

300円
1時間あたり

300円
1時間あたり

600円
利用者からの
利用料

共同募金配分金、
社協会費

「はーとさん」の
活動費

会費の使いみちの
一部をご紹介 三原市ご近所お互いさま活動三原市ご近所お互いさま活動 ほっとはーと ほっとはーと

活動費

利　用

総務課
三原地域センター
　☎︎ 0848・63・0570
本郷地域センター
　☎︎ 0848・86・3607
久井地域センター
　☎︎ 0847・32・7101
大和地域センター
　☎︎ 0847・34・1214

掃除後に談笑する掃除後に談笑する
利用者のAさん（左）と「はーとさん」利用者のAさん（左）と「はーとさん」

利用しはじめてもうすぐ2年になります。腰が痛いので、
お風呂掃除の手伝いが助かっています。掃除後に「はー
とさん」と話をするのが一番の楽しみです。

三原市ご近所お互いさま活動三原市ご近所お互いさま活動 ほっとはーと ほっとはーと
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収入 支出

経常経費補助金
91,076  16.6 % 
経常経費補助金
91,076  16.6 % 
経常経費補助金
91,076  16.6 % 

介護・障害福祉
サービス事業

211,634  38.7 %

介護・障害福祉
サービス事業

211,634  38.7 %

介護・障害福祉
サービス事業

211,634  38.7 %

その他収入
95,005  17.3 %
その他収入

95,005  17.3 %
その他収入

95,005  17.3 %

受託金
117,506
21.5 %

受託金
117,506
21.5 %

受託金
117,506
21.5 %

自立相談支援センター事業
13,637  2.5 %
自立相談支援センター事業
13,637  2.5 %
自立相談支援センター事業
13,637  2.5 %

権利擁護連携支援センター事業
7,569  1.4 %
権利擁護連携支援センター事業
7,569  1.4 %
権利擁護連携支援センター事業
7,569  1.4 %

地域包括支援センター
29,534  5.4 %
地域包括支援センター
29,534  5.4 %
地域包括支援センター
29,534  5.4 %
成年後見事業
2,307  0.4 %
成年後見事業
2,307  0.4 %
成年後見事業
2,307  0.4 %

介護・障害福祉
サービス事業

224,165  41.0 %

介護・障害福祉
サービス事業

224,165  41.0 %

介護・障害福祉
サービス事業

224,165  41.0 %

共同募金配分助成金
6,283  1.1 %
共同募金配分助成金
6,283  1.1 %
共同募金配分助成金
6,283  1.1 %

会費
4,933  0.9 %

会費
4,933  0.9 %

会費
4,933  0.9 %

法人運営事業
164,968
30.1 %

法人運営事業
164,968
30.1 %

法人運営事業
164,968
30.1 %

地域福祉・
在宅福祉事業
35,699  6.5%

地域福祉・
在宅福祉事業
35,699  6.5%

地域福祉・
在宅福祉事業
35,699  6.5%

当期収支差額  3,141  0.7%当期収支差額  3,141  0.7%当期収支差額  3,141  0.7%

障害福祉事業  9,828  1.8%障害福祉事業  9,828  1.8%障害福祉事業  9,828  1.8%
障害者生活支援センター
27,469  5.0%
障害者生活支援センター
27,469  5.0%
障害者生活支援センター
27,469  5.0%

福祉支援サービス事業
12,268  2.2%
福祉支援サービス事業
12,268  2.2%
福祉支援サービス事業
12,268  2.2%

共同募金助成金事業
6,283  1.1%
共同募金助成金事業
6,283  1.1%
共同募金助成金事業
6,283  1.1%

ボランティア
センター事業
10,450  1.9%

ボランティア
センター事業
10,450  1.9%

ボランティア
センター事業
10,450  1.9%

寄付金
15,615  2.9 %
寄付金
15,615  2.9 %
寄付金
15,615  2.9 %

事業収入  5,266  1.0%事業収入  5,266  1.0%事業収入  5,266  1.0%

合計
547,318
100.0％

合計
547,318
100.0％

（単位：千円）令和4（2022）年度決算報告令和4（2022）年度決算報告令和4（2022）年度決算報告

令 和 4 年 度  事 業 報 告
◦�

小
地
域
福
祉
活
動
の
新

規
育
成
（
サ
ロ
ン
4
か

所
）

◦�

関
係
者
同
士
の
つ
な
が

り
づ
く
り
の
場
「
地
域

福
祉
懇
談
会
」「
サ
ロ
ン

交
流
会
」
の
開
催
【
写

真
】（
10
か
所
）

◦�

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
の
設
置（
新
規
設

置
数
2
か
所
）

◦�

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
の
運
営（
相
談
者

数
３
０
１
人
）

◦�

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営（
利
用
者
数

延
べ
２
、５
２
６
人
）

◦�

地
域
共
生
型
サ
ロ
ン

「
ト
ビ
丸
カ
フ
ェ
」
の
運

営
【
写
真
】（
開
催
数
4

回
）

◦�「
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯
」
を
支
援
す
る
た
め

の
三
原
市
と
の
検
討
会
議
の
開
催（
対
象
者
数
38
人
、

会
議
開
催
数
29
回
）

◦�

自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
み
は
ら
の
運
営（
新
規
相
談

件
数
３
８
０
件
）

◦�

三
原
市
権
利
擁
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営（
相
談

件
数
97
件
、
対
応
件
数
６
４
５
件
）

◦�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
受
付
に
対
す
る
派
遣
調
整（
新

規
派
遣
者
数
１
９
２
人
、
継
続
派
遣
者
数
１
２
０
人
）

◦�

高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
の
理
解
を

図
る
た
め
の
福
祉

体
験
学
習
の
開
催

【
写
真
】（
小
学
校

6
校
、
中
学
校
2

校
）

◦�

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
講
座

「
プ
ラ
チ
ナ
大
学
」

の
開
催（
開
催
数

3
回
、
延
べ
受
講

者
数
52
人
）

住
民
活
動
の
推
進
と

関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

１

障
害
者
福
祉
の
推
進

２

相
談
支
援
機
能
の
充
実

３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
と

福
祉
の
理
解
の
普
及

４

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
続
く
中
、
地
域
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
、
住
民
福
祉
活
動
の
推

進
と
、
関
係
者
同
士
の
連
携
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
や
専
門
機
関
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

「
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯
」
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
な
が

ら
相
談
機
関
の
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

総 括総 括

田野浦小学校区サロン交流会田野浦小学校区サロン交流会トビ丸カフェトビ丸カフェ

車椅子を体験する子どもたち車椅子を体験する子どもたち

New

NewNew
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8
月
で
す
ね
。
あ
っ
、
ま

ず
は
大
切
な
の
で
一
番
に
伝

え
ま
す
。
今
号
か
ら
1
日
発
行
で
す
！
次
号
は
10
月

1
日
発
行
で
す
よ
。

数
年
前
に
「
え
え
ま
ち
み
は
ら
」
か
ら
「
社
協
だ

よ
り
」
に
名
前
が
変
わ
り
、
綴
じ
る
向
き
も
変
わ
り
、

今
回
は
、「
発
行
日
」
が
変
わ
り
ま
し
た
。
社
会
の
変

化
に
応
じ
て
、
こ
の
広
報
誌
も
年
々
、
進
化
し
て
い

ま
す
。「
良
く
な
っ
た
ね
」、「
面
白
く
な
っ
た
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
読
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
創
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
「
コ

レ
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
良
い
！
」
と
い
う
ご
意
見
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
☆�

（
K
）

編
集
後
記

くらしの無料相談窓口 予定表 8～10月 事前予約不要
　サン・シープラザの4階を会場に以下の相談窓口を開設しています。成年
後見相談のみ要予約。

時　　間 8月 9月 10月
不 動 産 相 談 10:00～15:00 4日、18日 1日、15日 6日、20日
戦 没 者 遺 族 相 談

13:00～16:00
3日、17日 7日、21日 5日、19日

行 政 相 談 21日 11日 16日
療 育・ 教 育 相 談 7日、28日 4日、25日 2日、23日
成年後見相談　※要予約 14:00～16:00 10日 14日 12日
　各地域センターでは、「心配ごと相談」（相談員は民生児童委員・行政相談
委員・人権擁護委員等）と「障害者なんでも相談」を開催しています。開催
日時等は、各地域センターまでお問い合わせください。

三原地域センター ☎ 0848・63・0570　本郷地域センター ☎ 0848・86・3607
久井地域センター ☎ 0847・32・7101　大和地域センター ☎ 0847・34・1214

三原市社会福祉協議会　新役員のご紹介

〔理事・監事〕
　6月23日に開催された評議員会で、新たな理事が選任されました。

任期：令和5年6月23日～令和7年定時評議会終結時まで

役職名 氏　名 選出区分

会　長 馬 越 豊 文 三 原 地 区 代 表

副会長

佐 木 　 学 三 原 地 区 代 表

湯 藤 泰 浩 本 郷 地 区 代 表

松 島 弘 泰 久 井 地 区 代 表

岡 本 秀 隆 大 和 地 区 代 表

理　事
木 原 一 充 三 原 地 区 代 表

江 曽 末 光 民生委員児童委員連合協議会

役職名 氏　名 選出区分

理　事

水野　　徳 ボ ラ ン テ ィ ア

大畦　益司 社 会 福 祉 施 設

藤井　宏道 福 祉 行 政 機 関

丸尾　哲正 学 識 経 験 者

監　事
檜山　泰三 税 理 士

土居　安成 学 識 経 験 者

本
部
・
三
原
地
域
セ
ン
タ
ー
受
付
分

一　

般�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

�

三
原
シ
テ
ィ
バ
レ
エ
教
室

中
之
町�

西
田
千
加
子

宗
郷�

天
羽
　
京
子

香
典
返
し�

―
―
―
―
―
―
―
―
―

宗
郷�

山
根
　
浩
義

沼
田�

佐
々
原
正
之

大
和
町
上
徳
良�

菅
　
　
治
隆

物
品　

日
用
品
な
ど
―
―
―
―
―

宮
浦�

生
協
ひ
ろ
し
ま
三
原
支
所

本
郷
地
域
セ
ン
タ
ー
受
付
分

物
品�　

日
用
品
・
大
正
琴
―
―
―

本
郷
北�

石
田
　
安
子

久
井
地
域
セ
ン
タ
ー
受
付
分

一　

般�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

久
井
町

�
D
a
d
d
y･S
h
o
rt･Le

g
s

香
典
返
し�

―
―
―
―
―
―
―
―
―

久
井
町
江
木�

猪
子
伸
次
郎

�

米
持
　
　
清

�

宗
平
　
和
志

久
井
町
下
津�

下
箱
石
　
剛

�

脇
野
　
美
雪

久
井
町
坂
井
原�

大
原
　
康
明

久
井
町
小
林�

中
宗
　
義
博

久
井
町
山
中
野�

伊
藤
　
重
雄

大
和
地
域
セ
ン
タ
ー
受
付
分

一　

般�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
和
町
大
具�

今
井
　
　
豊

香
典
返
し�

―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
和
町
上
徳
良�

大
江
　
秀
子

�

須
内
　
智
則

大
和
町
大
草�

谷
本
　
一
之

大
和
町
平
坂�

三
行
　
孝
士

大
和
町
和
木�

石
川
尊
冨
省

大
和
町
箱
川�

松
井
　
博
満

大
和
町
大
具�

寶
利
　
和
昭

�

今
井
　
　
豊

広
島
市
西
区�

森
　
　
正
己

広
島
市
安
芸
区�

岡
本
　
伸
子

見
舞
返
し�

―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
和
町
箱
川�

松
井
　
博
満

大
和
町
大
具�

今
井
　
　
豊

お願い
　
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
育
成
、
各
種
の
情
報
提
供
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
1
日
〜
６
月
30
日
受
付
分

よろしく
お願いします！


